
ビジネス実務に役立つ人づくり知的財産教育の現場
大阪工業大学大学院

海外研修を充実

　
大
阪
工
業
大
学
は
西
日
本

で
唯
一
の
知
的
財
産
専
門
職

大
学
院
を
設
置
。
理
論
、
実

務
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

整
備
し
、
力
を
入
れ
る
の
が

グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
だ
。

海
外
知
財
研
修

も
設
け
将
来
に

つ
な
が
る
体
験

学
習
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
海
外
知
財
研

修
は
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
の
夏
期
集
中
知

財
講
座
へ
は
２
０
０
８
年
度

か
ら
、

年
度
か
ら
は
台
湾

も
派
遣
先
と
し
て
毎
年
実

施
。
同
大
大
学
院
知
的
財
産

研
究
科
長
の
田
浪
和
生
教
授

は
「
海
外
で
の
経
験
を
通
じ

て
、
自
分
な
り
の

知
財

の

感
覚
を
つ
か
ん
で
も
ら

え
れ
ば
」
と
、
研
修
の
狙
い

を
話
す
。

　

年
度
も
３
月
に
約

日

間
の
日
程
で
、
中
国
や
台
湾

か
ら
の
留
学
生
を
含
む
院
生

６
人
を
台
湾
に
派
遣
。
世
新

大
学
な
ど
提
携
３
大
学
で
の

受
講
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
加
え
、
知
財
裁
判
所
な

ど
も
訪
れ
て
交
流
を
深
め

た
。
研
修
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
全
て
英

語
だ
。

　
参
加
し
た
院
生
た
ち
は
英

語
力
の
必
要
性
を
実
感
。
ま

た
「
海
外
か
ら
広
い
視
点
で

知
財
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
「

自
ら
の

目

標
達
成
に
向
け
、
考
え
る
機

会
に
な
っ
た
」
な
ど
、
意
識

啓
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

年
度
は
派
遣
先
も
拡
充
。

今
秋
ま
で
に
欧
州
の
提
携
大

学
へ
の
派
遣
を
計
画
し
て
い

る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

を
支
え
る
の
が
、
理
論
と
実

務
の
双
方
を
偏
り
な
く
学
べ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
小
林
昭

寛
同
研
究
科
教
授
は
「
知
財

に
必
要
な
法
律
的
、
経
営

的
、
国
際
的
な
側
面
、
発
明

を
特
許
化
す
る
創
造
支
援
的

側
面
の
４
分
野
の
全
て
に
関

わ
る
理
論
と
実
務
を
指
導
で

き
る
」
と
、
同
大
学
院
の
特

徴
を
語
る
。
実
務
教
育
も
充

実
さ
せ
、
専
任
教
員
に
は
特

許
庁
、
経
済
産
業
省
出
身
者

を
は
じ
め
電
機
、
通
信
、
製

薬
な
ど
大
手
民
間
企
業
の
実

務
経
験
者
を
そ
ろ
え
る
。

　
大
阪
工
大
な
ど
を
運
営
す

る
常
翔
学
園
は
大
阪
・
梅
田

に
地
上

階
建
て
の
「
梅
田

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
開
設

年
秋
完
成
予
定

を
計
画
し

て
お
り
、
社
会
人
向
け
の
知

財
教
育
の
拠
点
と
し
て
も
活

用
し
て
い
く
方
針
だ
。

台
湾
で
の
研
修

で
英
語
で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
も
実
施

提
携
大
学
の

国
立
高
雄
第
一

科
技
大
学
で 国士舘大学大学院　ＯＢ人材による講座

実務家教員から学ぶ

国士舘大学大学院

１、入学前教育（知的財産法の基礎）
法律の知識に不安を感じる人向け。入学する４月前
に知的財産管理技能検定３級レベル到達へ

２、弁理士試験対策講座・就業力増強講座
　　 弁理士試験対策講座
　　　弁理士試験合格者ＯＢ複数名による少人数講座
　　 就業力増強講座
　　　特許・意匠・商標の調査演習から分析力と報告力
　　　を習得

３、現場感覚での応用力増進
（特論・産学連携論など）　　

　　現役弁理士による指導で現場力 応用力を身につける
　　放送業界における知的財産の考え方、処理の仕方を
　　実務家から学ぶ
　　特許庁審査官の立場で考える力も培う

　
国
士
舘
大
学
大
学
院
総
合

知
的
財
産
法
学
研
究
科
で
は

法
学
、
経
営
学
、
工
学
な
ど

社
会
科
学
と
自
然
科
学
を
結

び
つ
け
て
思
考
す
る
総
合
的

な
知
的
財
産
の
専
門
家
の
養

成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
研

究
科
の
飯
田
昭
夫
教
授
は
、

こ
れ
か
ら
知
財
分
野
で
必
要

と
さ
れ
る
人
材
は
「
企
業
規

模
に
応
じ
た
総
合
的
な
知
財

戦
略
が
で
き
る
人
材
だ
」
と

話
す
。

　
知
財
や
特
許
の
専
門
家
と

し
て
経
営
者
に
な
じ
み
の
な

い
専
門
の
言
葉
を
使
う
の
で

は
な
く
、
「
企
業
戦
略
と
し

て
の
知
的
財
産
の
活
用
を
提

案
し
、
な
お
か
つ
実
務
が
で

き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
。

明
細
書
作
成
の
職
人
で
は
な

く
、
知
財
の
総
合
力
を
活
用

で
き
る
知
財
専
門
家
だ
」
と

強
調
す
る
。

　
国
士
舘
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
法
学
の
基
礎
的
な
教

育
の
ほ
か
、
弁
理
士
や
中
小

企
業
診
断
士
試
験
委
員
な
ど

を
経
験
し
て
い
る
実
務
家
教

員
か
ら
、
特
許
法
や
意
匠

法
、
著
作
権
法
、
外
国
著
作

権
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
特
に
海
外
企
業
か
ら
の

特
許
侵
害
な
ど
に
対
処
す
る

た
め
、
ア
ジ
ア
の
知
的
財
産

制
度
論
な
ど
の
科
目
を
配
置

し
、
国
際
問
題
へ
の
対
応
を

強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
隆
盛
に
対

応
す
る
た
め
、
著
作
権
や
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
法
な
ど

の
科
目
を
配
置
し
、
時
代
の

要
請
に
対
応
し
た
職
業
専
門

家
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
聴
講
生
と

し
て
毎
年
参
加
し
て
い
る
こ

と
も
特
色
だ
。
特
許
事
務
所

や
企
業
の
知
財
部
、
特
許
庁

な
ど
「
現
場
の
実
情
を
学
生

が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」

飯
田
教
授

。
政
治
家
の

公
設
秘
書
を
す
る
Ｏ
Ｂ
も
お

り
、
国
の
施
策
に
対
す
る
情

報
を
早
め
に
把
握
で
き
、
新

し
い
知
財
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

し
や
す
い
。
ま
た
、
有
志
の

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
弁
理
士

試
験
対
策
講
座
や
就
業
力
講

座
が
あ
る
の
も
特
色
に
な
っ

て
い
る
。

東京理科大学大学院

４月１８日は「発明の日」

　
知
財
戦
略
の
必
要
性
が
年
々
増
し
て
い
る
中

で
、
特
に
知
財
立
国
を
担
う
優
れ
た
人
材
の
育
成

が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
専
門
大
学
院
で
の
教

育
に
よ
り
人
材
を
養
成
し
、
企
業
や
産
業
社
会
で

活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
東

京
理
科
大
学
、
国
士
舘
大
学
、
大
阪
工
業
大
学
で

の
知
的
財
産
の
専
門
大
学
院
で
の
取
り
組
み
を
追

っ
た
。

よりビジネスに近く

タ
イ
の
コ
ン

ケ
ン
大
学
知

的
財
産
大
学

院
と
交
流
協

定
を
締
結

　
東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
知
的

財
産
戦
略
専
攻
で
は
、
東
京

・
飯
田
橋
と
い
う
都
心
に
あ

る
立
地
を
生

か
し
、
社
会

人
の
参
加
が

多
い
。
同
専

攻
の
藤
野
仁

三
教
授
は

「
４
月
に
入

学
す
る
学
生

の
う
ち
、

％
く
ら
い
が

社
会
人
だ
」

と
言
う
。
実
務
経
験
の
あ
る

社
会
人
が
多
い
方
が
全
体
的

に
活
性
化
が
期
待
で
き
、
学

部
か
ら
進
学
し
た
学
生
ら
に

も
い
い
影
響
を
与
え
る
。

「
こ
こ
は
疑
似
社
会
、
疑
似

会
社
と
思
っ
て
社
会
人
と
同

じ
作
法
で
取
り
組
ん
で
も
ら

っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
藤
野
教
授
は
近
年
の
学
生

は
伝
統
的
な
産
業
財
産
権
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
志

望
す
る
だ
け
で
な
く
、
著
作

権
や
意
匠
権
な
ど
「
新
し
い

形
の
知
財
を
求
め
る
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

需
要
に
も
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
く
」
と
話
す
。
国
の
政

策
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ブ
ラ
ン

ド
化
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
著
作
権
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
在
り
方
な

ど
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
だ
。

　
従
来
の
よ
う
に
権
利
を
保

護
す
る
だ
け
で
な
く
、
特
許

権
や
著
作
権
、
意
匠
権
な
ど

を
ど
う
利
活
用
し
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
る
か
も
問
わ
れ
て

い
る
。
藤
野
教
授
は
「
経
営

の
中
で
知
財
が
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
近
い
方
に
持

っ
て
行
き
た
い
。
法
学
は
最

低
限
度
に
抑
え
、
経
営
や
技

術
、
国
際
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
学
際
的
に
し
、
実
践
的

な
手
法
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
学
部
か
ら
大

学
院
に
進
ん
だ
学
生
ら
に
は

「
理
科
系
の
大
学
な
の
で
、

モ
ノ
づ
く
り
に
必
要
な
知
財

の
基
礎
は
し
っ
か
り
と
指
導

し
た
い
」
と
す
る
。

　
ま
た
最
近
で
は
３
月
に
タ

イ
の
国
立
コ
ン
ケ
ン
大
学
知

的
財
産
大
学
院
と
交
流
協
定

を
締
結
。
特
に
コ
ン
ケ
ン
大

で
は
農
業
分
野
で
の
知
財
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
に
関
心

が
高
い
と
い
う
。
教
員
の
交

換
や
学
生
の
派
遣
な
ど
か
ら

始
め
交
流
を
深
め
る
方
針
。

東
京
理
科
大
で
も
将
来
的
に

は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

た
め
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
設

な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ４月１８日 金曜日 　　


